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みんなで思いやれる家族のようなまち下川町！ 
 

問い合わせ 下川町社会福祉協議会 総合福祉センター「ハピネス」内 

    電話 ４－３１２３   担当：支援コーディネーター     

支援コーディネーター便り 

きいてみよう！いってみよう！！ 

つながろっかい 
日時 7月 14日、8月 4日、9月 8日 13：３０～16：３０ 

場所 総合福祉センター「ハピネス」和室 

持ち物 自分で作りたいもの自由に 毎月、第２月曜日が活動日です！ 

※祝日の場合変動あります。 

編針１本からはじまった、まちの“つながる場所”『つながろっかい』 
 

みなさん、「つながろっかい」ってご存じですか？ 

毎月 1回、ハピネスでおしゃべりを楽しんだり、編み物・裁縫・折り紙など、思い

思いの「好き」を持ち寄って、ゆったりとした時間を過ごしています。 
 

はじまりは、編み物のひとときから 
 

「つながろっかい」の始まりは、編み物の企画でした。参加者同士が手を動かしなが

ら言葉を交わしている中で、「こんなふうに気軽に集まれる場所がもっとあったらい

いな」という声が上がりました。そのひとことをきっかけに、地域に開かれた“居場所”

としてスタートしたのです。 
 

世代を超えて、自然につながる 
 

「つながろっかい」には、いろんな世代の人が来てくれます。小学生がひとりで立ち

寄ることもあれば、高齢の方が子どもたちの声を聞いて元気をもらったり。 

保護者の方からは「見守ってもらえるのがありがたい」なんて声もあります。 

年齢や立場に関係なく、地域の中にゆるやかな交流が生まれていく—— 

そんな雰囲気が、この場所のいちばんの魅力かもしれません。 
 

めざすのは、ゆるやかな助け合いが広がるまち 
 

「つながろっかい」で私たちが大切にしているのは、顔見知りが増える関係づくり。 

「今日○○さん、来てないね」――そんな気づきが、日々の安心感につながります。 

ゆるやかなつながりの中で、声をかけ合い、見守り合う輪が自然と広がっていく。 

私たちはそんな“助け合いが根づくまち”を、みなさんと一緒に育てていきたいと考

えています。 

誰でも、気軽に。「つながろっかい」で、ほっこりとした時間を過ごしてみませんか？ 

 


